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◎
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
三
年
、

　
悪
夢
の
再
来

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
三
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
世
界
経
済
は
、
各
国

政
府
の
大
規
模
な
財
政
出
動
と
中
国
な
ど

新
興
国
の
高
い
経
済
成
長
の
回
復
に
牽
引

さ
れ
て
危
機
を
乗
り
越
え
、
景
気
回
復
の

道
を
歩
ん
で
き
た
か
に
見
え
た
（
世
界
経

済
の
成
長
率
は
二
〇
〇
九
年
が
マ
イ
ナ
ス

〇
・
六
％
、
一
〇
年
は
三
・
九
％
に
回
復
）。

未
曽
有
の
金
融
危
機
と
世
界
的
大
不
況
と

い
う
悪
夢
は
、
忘
却
の
彼
方
に
押
し
や
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

だ
が
こ
の
夏
、
悪
夢
は
突
如
と
し
て

蘇
っ
た
。
史
上
は
じ
め
て
米
国
債
が
格
下

げ
さ
れ
、
ド
ル
の
信
認
は
根
底
か
ら
失
わ

れ
て
ド
ル
安
・
ユ
ー
ロ
安
と
超
円
高
が
と

ま
ら
な
い
。
世
界
全
体
が
激
し
い
同
時
株

安
に
見
舞
わ
れ
、
株
式
時
価
総
額
は
四
月

末
か
ら
八
兆
ド
ル
強
（
約
六
五
〇
兆
円
）、

一
四
％
も
減
少
し
た
。
今
回
の
危
機
の
引

き
金
を
引
い
た
の
は
、
三
年
前
の
民
間
金

融
機
関
の
金
融
商
品
（
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ

イ
リ
タ
ー
ン
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
証

券
化
商
品
）
の
価
格
暴
落
で
は
な
か
っ
た
。

国
債
と
い
う
最
も
安
全
な
債
券
に
対
す
る

不
信
と
不
安
が
引
き
金
と
な
っ
た
。
金
融

危
機
対
策
の
た
め
に
膨
れ
上
が
っ
た
政
府

債
務
を
背
景
に
し
て
、
国
債
の
元
利
不
払

い
（
債
務
不
履
行
、
デ
フ
ォ
ル
ト
）
の
観

測
が
流
れ
、
国
債
価
格
の
暴
落
や
格
下
げ

へ
の
不
安
が
一
挙
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
危
機
に

見
舞
わ
れ
て
、
米
国
を
は
じ
め
各
国
政
府

は
大
が
か
り
な
財
政
支
出
を
行
な
い
、
金

融
機
関
を
救
済
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
国

の
財
政
赤
字
は
急
速
に
膨
ら
み
、
巨
額
の

国
家
債
務
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

債
務
不
履
行
へ
の
不
安
を
か
き
立
て
、
財

政
赤
字
の
大
き
い
国
の
国
債
へ
の
不
信
が

表
面
化
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
の
秋
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
が
そ

の
標
的
に
さ
れ
、
国
債
の
相
次
ぐ
格
下
げ

と
国
債
価
格
の
暴
落
が
起
こ
っ
た
。
ギ
リ

シ
ャ
危
機
は
、
ユ
ー
ロ
圏
を
揺
さ
ぶ
り
続

け
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
二
度
の
支
援
策

の
決
定
（
二
〇
一
〇
年
六
月
と
一
一
年
七

月
、
合
計
二
六
九
〇
億
ユ
ー
ロ
）
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
債
務
の
一
部
不
履
行
は
確
実

と
見
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
国
債
を
抱
え
る
欧

州
の
銀
行
が
大
き
な
損
失
を
出
し
た
。
同

時
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
の
財
政
危

機
が
次
々
に
表
面
化
し
、
ス
ペ
イ
ン
と
イ

タ
リ
ア
の
国
債
の
金
利
（
一
〇
年
物
の
利

ドル没落の最終章か
─米国債格下げと超円高

白川真澄

回
り
）
は
六
％
台
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
赤

字
を
減
ら
そ
う
と
緊
縮
財
政
を
強
行
す
れ

ば
、
ギ
リ
シ
ャ
に
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
で
も

若
者
の
大
規
模
な
暴
動
が
勃
発
す
る
。
フ

ラ
ン
ス
に
ま
で
飛
び
火
し
た
財
政
危
機
は
、

欧
州
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
危
機
の
特
徴
は
、
国

家
債
務
へ
の
不
信
が
米
国
に
向
け
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
米
国
債
は
最
も
安
全
な
資

産
と
し
て
世
界
中
で
最
も
大
量
に
保
有
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
米
国
債
が
債
務
不
履
行

に
陥
る
可
能
性
が
発
生
し
、
格
付
け
の
引

き
下
げ
と
国
債
価
格
の
暴
落
を
招
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
観
測
が
流
れ
た
。
も

し
、
そ
う
い
う
事
態
が
起
こ
れ
ば
、
米
国

債
を
大
量
に
保
有
し
て
い
る
金
融
機
関
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
外
貨
準
備
と
し
て

保
有
す
る
各
国
政
府
は
大
損
失
を
こ
う
む

る
こ
と
に
な
る
。
米
国
債
の
三
割
近
く
は

海
外
諸
国
が
保
有
し
て
い
て
、中
国
の
一
・

一
六
兆
ド
ル
を
筆
頭
に
し
て
日
本
の
〇
・

九
一
兆
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
の
〇
・
三
五
兆

ド
ル
な
ど
計
四
・
五
一
兆
ド
ル
に
上
る

（
二
〇
一
一
年
五
月
）。
中
国
の
場
合
、
米

国
債
保
有
額
は
外
貨
準
備
の
三
分
の
一
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
年
前
は
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー

ン
の
金
融
商
品
を
大
量
に
抱
え
て
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
資
産
価
値
の
暴
落
と
金
融
危

機
（
金
融
機
関
ど
う
し
の
資
金
の
や
り
と

り
停
止
）
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
い
ま
や
最

も
安
全
と
さ
れ
て
い
た
米
国
債
を
保
有
し

て
い
た
た
め
に
ま
っ
た
く
同
じ
事
態
に
見

舞
わ
れ
る
。
世
界
中
の
金
融
機
関
と
政
府

が
背
筋
を
凍
ら
せ
た
の
も
無
理
は
な
い
。

◎
史
上
初
の
米
国
債
の
格
下
げ

　

オ
バ
マ
政
権
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
乗
り
切
る
た
め
に
七
八
七
〇
億
ド

ル
（
約
六
二
兆
円
）
と
い
う
巨
額
の
財
政

出
動
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
財
政

赤
字
は
急
激
に
膨
ら
み
、
債
務
残
高
は

二
〇
〇
八
年
度
の
一
〇
兆
ド
ル
か
ら
一
〇

年
度
に
は
一
三
兆
ド
ル
に
増
え
た
。
今

年
五
月
に
は
、
債
務
上
限
と
定
め
ら
れ

て
い
る
一
四
兆
二
九
〇
〇
億
ド
ル
（
約

一
一
〇
〇
兆
円
）
に
達
し
た
。
こ
の
上
限

を
引
き
上
げ
な
い
と
、
借
り
換
え
の
た
め

に
新
し
く
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
債
務
上
限
の
引
き
上

げ
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
議
会
共
和
党
の
交

渉
が
長
引
い
て
し
ま
う
と
い
う
想
定
外
の

事
態
が
生
じ
た
。
党
内
の「
茶
会
」グ
ル
ー

プ
の
強
硬
な
増
税
反
対
論
に
突
き
上
げ
ら

れ
て
、
共
和
党
が
妥
協
に
応
じ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

八
月
二
日
の
期
限
ま
で
に
交
渉
が
妥
結

し
な
け
れ
ば
、
新
規
の
借
り
入
れ
が
不
可

能
に
な
る
か
ら
米
国
債
の
元
利
払
い
が
で

き
な
く
な
る
。
米
国
は
債
務
不
履
行
に
陥

る
か
、
ト
リ
プ
ル
Ａ
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
と
い
う

最
上
級
の
格
付
け
を
失
い
、
米
国
債
の
暴

落
が
生
じ
る
。
金
融
機
関
も
政
府
も
巨
額

の
損
失
を
出
し
て
金
融
市
場
は
大
混
乱
に

陥
り
、
ド
ル
へ
の
信
認
は
地
に
堕
ち
る
。

こ
う
い
う
危
機
の
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
味
を

お
び
て
間
近
に
迫
っ
た
。

　

七
月
下
旬
か
ら
は
ド
ル
が
売
ら
れ
て
円

が
買
わ
れ
、
円
高
が
急
激
に
進
む
と
い
う

形
で
ド
ル
へ
の
信
用
失
墜
が
早
く
も
顕
在

化
し
た
。
同
時
に
、
世
界
的
な
同
時
株
安

が
始
ま
っ
た
。
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七
月
三
一
日
、
オ
バ
マ
と
共
和
党
は
、

二
〇
一
二
年
末
ま
で
債
務
上
限
を
二
・

一
兆
ド
ル
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
今
後

一
〇
年
で
財
政
赤
字
二
・
四
兆
ド
ル
を
削

減
す
る
と
い
う
内
容
で
合
意
し
た
（
八
月

二
日
に
法
案
成
立
）。
債
務
不
履
行
は
ぎ
り

ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
回
避
さ
れ
、
格
付
け
会

社
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
は
米
国
債
を
最
上
級
で

維
持
し
た
。

　

し
か
し
、
八
月
五
日
、
Ｓ
＆
Ｐ
（
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
プ
ア
ー
ズ
）
は
、

つ
い
に
米
国
債
格
下
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

一
九
四
一
年
に
ト
リ
プ
ル
Ａ
に
格
付
け
し

て
以
来
は
じ
め
て
、ダ
ブ
ル
Ａ
プ
ラ
ス（
Ａ

Ａ
＋
）
に
引
き
下
げ
た
。
四
兆
ド
ル
の
財

政
赤
字
削
減
が
必
要
な
の
に
、
二
・
四
兆

ド
ル
の
削
減
目
標
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を

格
下
げ
の
理
由
と
し
、
さ
ら
に
追
加
の
格

下
げ
の
可
能
性
が
あ
る
と
表
明
し
た
。

　

同
時
に
世
界
的
な
株
安
が
続
き
、
ド
ル

安
・
円
高
が
進
行
し
た
。
一
ヶ
月
間
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
の
株

式
市
場
で
は
株
価
は
約
一
割
下
落
し
た
。

日
経
平
均
株
価
は
、
一
万
二
〇
〇
〇
円
台

か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
九
〇
〇
〇
円
台
を

割
り
込
ん
だ
。
円
は
一
ド
ル
＝
八
〇
円
台

を
割
り
込
ん
で
、
七
〇
円
台
に
突
入
し
た
。

　

日
本
政
府
と
日
銀
は
円
売
り
ド
ル
買
い

の
介
入
を
実
施
し
（
四
日
）、
Ｇ
７
の
緊

急
協
議
が
協
調
行
動
へ
の
意
思
表
示
を
行

な
い
（
八
日
）、
欧
州
中
央
銀
行
は
イ
タ

リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
の
国
債
買
い
入
れ
に
踏

み
切
っ
た
が
、世
界
同
時
株
安
と
ド
ル
安
・

ユ
ー
ロ
安
・
円
高
の
流
れ
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
政
府
・
日
銀
の
為
替
介
入
は
四
・

五
兆
円
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
円
と
ド
ル

の
一
日
の
取
引
は
五
〇
兆
円
と
も
言
わ
れ
、

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
に
イ
ン
ク
一
滴
を
た
ら

す
よ
う
な
も
の
で
、
円
高
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ド

ル
へ
の
不
信
が
そ
れ
ほ
ど
強
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

財
政
赤
字
で
見
る
と
、
先
進
国
で
最

悪
な
の
は
日
本
で
あ
る
。
日
本
の
政
府

債
務
残
高
は
九
四
三
兆
円
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

評
価
で
は
一
一
四
〇
兆
円
と
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
二
二
〇
％
に
達
す
る
（
二
〇
一
〇
年
度
）。

国
債
格
付
け
は
Ａ
Ａ
マ
イ
ナ
ス
と
、
上
か

ら
四
番
目
の
低
さ
だ
。
国
債
格
付
け
Ｃ
Ｃ

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
で
さ
え
、
政
府
債
務
は

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
四
二
％
で
あ
り
、
イ
タ
リ

ア
は
一
一
九
％
、
米
国
は
九
一
％
で
あ
る
。

そ
の
日
本
の
円
が
買
わ
れ
る
の
は
、
日
本

国
債
の
九
五
％
が
国
内
で
保
有
さ
れ
て
い

て
投
機
マ
ネ
ー
の
対
象
に
な
り
に
く
い
、

日
本
が
経
常
収
支
黒
字
国
と
い
う
こ
と
で
、

ド
ル
や
ユ
ー
ロ
よ
り
も「
相
対
的
に
安
全
」

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
相
対
的
に
安
全
」
と
い
う
点
で
は
、
米

国
債
が
格
下
げ
に
よ
る
価
格
の
下
落
を
免

れ
た
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
。
格
下
げ
後
の

Ｎ
Ｙ
債
券
市
場
で
米
国
債
の
金
利
（
利
回

り
）
は
二
・
三
一
％
に
低
下
し
、
二
年
七

か
月
ぶ
り
の
低
い
水
準
に
な
っ
た
（
八
日
）。

大
幅
な
株
安
が
続
く
な
か
で
、
投
資
家
の

資
金
が
米
国
債
の
買
い
に
向
か
っ
た
の
で

あ
る
。
皮
肉
に
も
株
安
の
お
か
げ
で
、
格

下
げ
さ
れ
た
米
国
債
が「
相
対
的
に
安
全
」

な
資
産
と
見
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
米
国
債
へ
の
信
頼
が
回
復
す

る
見
通
し
は
何
も
な
い
。
む
し
ろ
巨
額
の

債
務
を
抱
え
つ
づ
け
た
ま
ま
、
さ
ら
な
る

国
債
格
下
げ
の
可
能
性
が
あ
る
。
政
府
債

務
の
削
減
の
た
め
に
増
税
策
を
と
ろ
う
と

し
て
も
議
会
で
「
茶
会
」
グ
ル
ー
プ
の
激

し
い
抵
抗
に
遭
う
し
、
税
収
増
を
も
た
ら

す
は
ず
の
景
気
回
復
の
前
途
に
は
暗
雲
が

た
れ
こ
め
て
い
る
。
景
気
回
復
の
た
め
に

財
政
出
動
に
頼
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能

で
あ
り
、
金
融
緩
和
策
に
た
よ
る
し
か
手

が
な
い
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
実
質
ゼ
ロ
金
利
政

策
を
一
三
年
半
ば
ま
で
続
け
る
こ
と
を
決

め
た
が
（
九
日
）、
投
資
や
雇
用
が
増
え

る
効
果
は
な
い
だ
ろ
う
（
日
本
が
陥
っ
て

き
た
の
と
同
じ
「
流
動
性
の
罠
」）。
こ
れ

に
よ
っ
て
ド
ル
が
さ
ら
に
世
界
に
溢
れ
だ

し
、
日
米
間
の
金
利
差
も
縮
ま
り
、
ド
ル

離
れ
が
い
っ
そ
う
進
行
す
る
だ
ろ
う
。

◎
基
軸
通
貨
な
き
世
界
へ

　

私
た
ち
の
前
に
は
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
今
回
の
経
済
危
機
を
貫
く
後
戻
り

不
可
能
な
流
れ
が
く
っ
き
り
と
姿
を
現
わ

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
基
軸
通
貨
ド
ル
の

没
落
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
（
金
と
ド
ル
の
交
換
停
止
）
以
降
、
米

国
は
ド
ル
を
た
れ
流
す
政
策
を
と
り
つ
づ

け
、
世
界
中
に
過
剰
な
ド
ル
が
溢
れ
て
き

た
。
こ
れ
を
背
景
に
し
て
、
金
融
経
済
の

膨
張
と
暴
走
が
出
現
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
は
金
融
資
本
主
義
へ
と
変
質
し
て

き
た
。
過
剰
に
な
っ
た
ド
ル
の
価
値
の
低

下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
最
大
の
債
務

国
の
通
貨
で
あ
る
ド
ル
が
基
軸
通
貨
の
地

位
を
長
ら
く
維
持
し
て
き
た
。

　

そ
れ
は
、
ド
ル
に
代
わ
る
基
軸
通
貨
を

見
つ
け
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
、
同

時
に
ド
ル
が
基
軸
通
貨
の
地
位
を
保
つ
た

め
の
仕
組
み
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
仕
組
み
と
は
、
日
本
や
中
国

や
産
油
国
を
は
じ
め
世
界
中
か
ら
大
量
の

ド
ル
資
金
が
米
国
に
還
流
す
る
仕
組
み
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
も
中
国
も
対
米
輸

出
で
稼
い
だ
巨
額
の
経
常
収
支
黒
字
を
米

国
に
ド
ル
資
産
の
形
で
再
投
資
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
米
国
は
、
ド
ル
不
信
か
ら

来
る
ド
ル
暴
落
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

米
国
に
再
投
資
さ
れ
た
資
金
は
、
第
一

に
、
証
券
会
社
（
投
資
銀
行
）
や
銀
行
の

手
で
金
融
派
生
商
品
へ
の
投
資
や
消
費
者

ロ
ー
ン
の
貸
出
に
運
用
さ
れ
て
大
き
な
利

益
を
上
げ
、
一
大
ブ
ー
ム
が
作
り
だ
さ
れ

た
。
そ
の
典
型
が
、
格
付
け
会
社
に
よ
っ

て
最
優
良
と
さ
れ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
証
券
化
商
品
へ
の
投
資
で
あ
っ
た
。
米

国
は
、「
世
界
の
金
融
セ
ン
タ
ー
」、「
世

界
の
投
資
銀
行
」
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ド
ル
の
地
位
を
保
っ
た
。
だ
が
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
こ
の
ブ
ー
ム
に
終
止
符

を
打
っ
た
。
米
国
は
「
世
界
の
金
融
セ
ン

タ
ー
」、「
世
界
の
投
資
銀
行
」
の
地
位
を

失
っ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
策
と

し
て
、
米
国
が
財
政
出
動
と
金
融
緩
和
を

通
じ
て
投
入
し
た
巨
額
の
資
金
は
、
過
剰

な
マ
ネ
ー
と
し
て
世
界
に
溢
れ
だ
し
た
。

世
界
の
金
融
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
マ

ネ
ー
量
を
測
る
ワ
ー
ル
ド
ダ
ラ
ー
は
、四
・

五
兆
ド
ル
に
達
し
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
二
倍
に
膨
ら

ん
で
い
る
。
こ
の
マ
ネ
ー
は
、
い
ま
は
中

国
な
ど
新
興
国
に
流
入
し
て
不
動
産
バ
ブ

ル
、
食
料
品
を
対
象
に
し
た
投
機
、
金
価
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格
の
異
常
な
高
騰
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
財
政
が
悪
化
し
た
国
の
国
債
を

狙
い
撃
ち
に
し
た
投
機
に
向
か
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ド
ル
が
基
軸
通
貨
の
地
位
を
保
つ
た
め

に
は
米
国
へ
の
資
金
還
流
の
仕
組
み
が
作

動
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
二

つ
目
の
仕
組
み
は
、
金
利
は
低
い
が
安
全

な
米
国
債
へ
の
投
資
で
あ
っ
た
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
、
中
国
を
は
じ
め
海
外
諸
国

は
四
・
五
一
兆
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
米
国

債
を
保
有
し
て
い
る
。
中
国
は
繰
り
返
し

ド
ル
基
軸
体
制
の
見
直
し
を
要
求
す
る
一

方
で
、
資
産
と
し
て
の
ド
ル
価
値
の
維
持

に
協
力
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
最
近
で

も
、
習
近
平
と
バ
イ
デ
ン
は
、
米
国
債
の

安
全
の
保
証
と
引
き
換
え
に
購
入
継
続
で

合
意
し
た
）。

　

そ
の
米
国
債
に
債
務
不
履
行
の
可
能

性
が
生
じ
、
格
付
け
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
国
債
価
格
の
下
落
は
い
っ
た
ん
は
回

避
さ
れ
た
が
、
下
落
が
い
つ
起
こ
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
こ
と
を
全
世
界
に
告
げ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
ル
へ
の

信
認
を
支
え
て
い
た
最
後
の
砦
が
崩
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
国
政
府
の

外
貨
準
備
に
占
め
る
ド
ル
の
保
有
割
合

は
、
す
で
に
十
年
前
の
七
二
・
三
％
か
ら

六
〇
・
七
％
に
低
下
し
て
き
た（
二
〇
一
一

年
三
月
、
な
お
ユ
ー
ロ
の
保
有
割
合
は

二
六
・
六
％
、
円
の
そ
れ
は
三
・
八
％
）。

米
国
債
の
信
用
の
失
墜
は
、
こ
の
傾
向
を

い
っ
そ
う
加
速
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
ド
ル
は
、
基
軸
通
貨
の
地

位
を
保
つ
た
め
の
仕
組
み
と
条
件
を
最
終

的
に
失
い
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
代
わ
っ
て

ユ
ー
ロ
や
中
国
の
元
が
基
軸
通
貨
の
地
位

に
就
く
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
ド
ル
は
当

分
の
間
、
ド
ル
に
代
わ
る
基
軸
通
貨
が
な

い
と
い
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
情
に

よ
っ
て
退
位
せ
ず
、
基
軸
通
貨
の
よ
う
に

振
る
舞
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
を
極
度
に
不
安
定
な
も
の
に

す
る
。
世
界
は
、
基
軸
通
貨
な
き
世
界
に

入
り
こ
み
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
主
義
が
国
際
的
な
協
力
に
よ
っ

て
新
し
い
共
通
通
貨
を
創
設
す
る
こ
と
は
、

不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

◎
超
円
高
時
代
の
日
本
経
済

　

ド
ル
へ
の
不
信
は
、
ユ
ー
ロ
へ
の
不
信

と
相
ま
っ
て
、
世
界
の
マ
ネ
ー
を
円
買
い

に
向
か
わ
せ
て
い
る
。
最
悪
の
財
政
赤
字

を
抱
え
て
い
る
上
に
３
・
11
に
よ
っ
て
マ

イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
た
日
本
の
円
が
、「
消

去
法
」
的
に
安
全
と
見
な
さ
れ
て
資
金
を

引
き
つ
け
て
い
る
。
一
九
日
に
は
、
一
ド

ル
＝
七
六
円
台
を
一
時
的
に
で
あ
れ
割
り

込
み
、
戦
後
最
高
水
準
の
円
高
が
出
現
し

た
。

　

政
府
債
務
の
膨
張
が
国
債
へ
の
不
信
を

募
ら
せ
て
国
債
価
格
の
下
落
を
招
き
、
金

融
機
関
に
損
失
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
現

在
の
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
債
務
シ
ョ
ッ

ク
）
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
国
債
こ
そ
売
り

の
対
象
に
な
る
危
険
が
最
も
大
き
い
は
ず

だ
。
し
か
し
、
そ
の
九
割
以
上
が
国
内
で

保
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
銀
行

は
、
経
済
停
滞
が
長
引
き
企
業
の
投
資
意

欲
が
低
下
す
る
な
か
で
貸
出
先
を
見
い
出

せ
ず
、
ひ
た
す
ら
国
債
を
買
い
続
け
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
国
債
価
格
は
安
定
し
、

金
利
（
利
回
り
）
は
一
％
を
越
え
る
程
度

と
い
う
世
界
的
に
最
も
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
米
国
債
の
格
下
げ
、
米
国
の

金
融
緩
和
策
に
よ
る
日
米
間
の
金
利
差
の

縮
小
、
ユ
ー
ロ
圏
の
財
政
危
機
、
世
界
同

時
株
安
と
い
っ
た
要
因
は
、
円
高
を
推
進

し
長
期
化
さ
せ
る
。

　

こ
の
超
円
高
は
、
輸
出
に
依
存
す
る
製

造
業
を
直
撃
し
て
い
る
。
自
動
車
や
電

機
な
ど
輸
出
部
門
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

は
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
を
拡
大
し
つ

つ
あ
る
。
製
造
業
の
分
野
で
は
、
就
業
者

数
は
約
一
〇
〇
〇
万
人
と
一
〇
年
前
か
ら

二
〇
〇
万
人
も
減
少
し
て
い
る
が
、
雇
用

の
縮
小
が
い
っ
そ
う
加
速
す
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
二
〇
〇
二

年
〜
〇
六
年
の
景
気
回
復
を
も
た
ら
し
た

輸
出
依
存
型
の
経
済
成
長
路
線
を
挫
折
さ

せ
、
経
済
の
あ
り
方
の
根
本
的
な
転
換
を

迫
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
新
興
国

に
シ
フ
ト
し
た
輸
出
＝
海
外
市
場
の
拡
大

に
依
存
し
た
経
済
成
長
を
め
ざ
す
と
い
う

路
線
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
支
配
的
な
路
線

と
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
一
ド
ル
＝
八
〇
円
台
の
為
替

レ
ー
ト
を
想
定
し
て
い
た
輸
出
主
導
型
の

経
済
成
長
路
線
は
、
一
ド
ル
＝
七
〇
円
台

と
い
う
超
円
高
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
破

綻
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
景
気

減
速
に
陥
り
、
頼
み
の
新
興
国
も
投
機
マ

ネ
ー
の
流
入
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ

れ
、
金
融
引
き
締
め
に
よ
る
経
済
成
長
の

ダ
ウ
ン
は
必
至
と
見
ら
れ
て
い
る
。
世
界

経
済
の
不
安
定
さ
が
か
つ
て
な
く
増
す
な

か
で
、
輸
出
依
存
型
の
経
済
成
長
路
線
か

ら
の
転
換
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

七
月
一
六
日
付
け
の
朝
日
新
聞
「
経
済

気
象
台
」
の
論
者
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。「
輸
出
期
待
論
こ
そ
が
、
日

本
経
済
の
自
立
を
阻
み
、
脆
弱
性
を
高
め

て
い
る
」。「
輸
出
に
依
存
す
る
日
本
に

と
っ
て
、
世
界
経
済
の
変
調
は
不
確
実
性

を
も
た
ら
し
、
大
き
な
悪
影
響
と
な
る
可

能
性
が
高
い
」。
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る「
輸

出
へ
の
過
度
の
傾
斜
が
、
内
需
の
回
復
力

を
弱
め
て
い
る
」。
日
本
経
済
は
、「
内
需

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
」「
自
立
型
成

長
モ
デ
ル
を
構
築
す
べ
き
」
だ
と
。

　

超
円
高
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
医

療
・
介
護
・
子
育
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
、
農
林

水
産
業
の
再
生
と
い
っ
た
分
野
で
雇
用
創

出
と
需
要
拡
大
を
実
現
す
る
経
済
の
構
築

で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
経
済
気
象
台
」
の

論
者
と
違
っ
て
、
そ
の
経
済
が
経
済
成
長

を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
よ
い

こ
と
だ
と
考
え
る
「
脱
成
長
」
の
立
場
に

立
つ
。
し
か
し
、
脱
成
長
経
済
は
ま
ち
が

い
な
く
内
需
主
導
型
の
経
済
と
重
な
り
合

う
。
同
時
に
、
脱
成
長
の
立
場
か
ら
、
自

己
制
御
能
力
を
失
っ
て
極
度
に
不
安
定
化

し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
代
わ

る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
暴
走
す
る
マ
ネ
ー

の
制
御
と
社
会
へ
の
埋
め
戻
し
、
新
し
い

国
際
的
な
共
通
通
貨
の
創
設
と
い
っ
た
こ

と
を
含
む
）
を
大
胆
に
論
じ
構
想
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

［
八
月
二
一
日
記
］

（
し
ら
か
わ 

ま
す
み
／
本
紙
編
集
長
）


